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には地力を維持増強させることが必要で,そのため,毎年,

有機質を投入する必要がある。
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1  1ま  し 力i き

リンゴ「ふじJの無袋栽培は,資材費,労働費の節減,    被災害性 (種 々の災害についての性質 ): 前述した風

食味の良さなどの利点があるといわれているが,現在の有  害の他にモモシンクイガの幼虫による被害の問題がある。

袋栽培技術体系のまま無袋栽培を行つた場合には品質の低  モモシンクイガの発生密度の高い地域では被害が大きいの

下を招く恐れがあると指摘されている。 で,そ のような地域において無袋栽培を行う場合には徹底

そこで,有袋栽培との対比から無袋栽培の有利性を検討  した共同防除によって地域全体の害虫棲息密度の低下を,ま

するとともに技術的,経済的性格について明らかにしよう  かる必要がある。

とした。 技能性(生産の技術的要点についての性質): 無袋栽培

を行う上で重要な技術の1つ として樹勢判断技術がある。
2 調査地区の リンゴ栽培概況と調査方法

樹勢判断を誤まり,無袋栽培に不通な樹を選んだ場合には,

調査は北福島地区 (瀬ノ上,大笹生,余 目)を 対象とした。  その後の栽培管理が適正であつても良質の果実は生産され

この地区は,福島市近郊の平地農村でリンゴ栽培の歴史  ない。

は古く,明治中期に導入されている。「ふじ」の栽培面積   2 経済的性格

.は 62hく昭52)程であるが,これは県下のふじ栽培面積382ha   6戸 の無袋栽培農家のうち,平均 1果重と単価に大差が

あったため,販売単価の高い農家をAグループ(2戸 ),に対して16%,地区内リンゴ栽培面積290 haに 対しては21

%を 占めており,県下における「ふじ」裁培の主産地であ  低い農家をBグ ループ(4戸 )に分けて検討した。

労働力利用性 : 有袋栽培と無袋栽培とで労働時間に差る。栽培面積を品種別にみると,糖度が高く貯蔵性のある

の生 じた作業は表 1の通 りで,摘果作業,夏期管理作業,

「ふじJは約62 ha,全体の21%で,デ ツシャ
^系

(151 ha,

袋かけ及び除袋作業,着色管理作業,収穫作業であり,そ
同51%)に 次いで栽培面積が多い。しかし,無袋化率は

デツシャス系が 100%な のに対して「ふじJは 30%と 進ん  の他の作業については作業時間に大差がなかつたため各栽

でおらず,こ のことが「ふじ」の栽培面積拡大をしにくくし    表1 栽培型別所要労lpl時間

ている一要因となつている。

調査は北福島地区における10戸 の「ふじ」栽培農家を対

象とし,記帳及び聞き取り調査を行った。

3経 営 的 性 格

1 技術的性格

適地性 (自 然条件への適応性 ): 無袋ふじの品質 (着

色,硬度,糖度,酸度,密発生果率など)と 土壌条件,特

に土壌の深浅,乾湿との相関が強い。一般に,土壌中に水

分が多過ぎると徒長しやすく,果実の着色が悪く品質が低

下する。従つて,排水の悪い園地では暗きよ排水等の改善

が必要である。

叉.無袋栽培は果実に枝ずれ,葉ずれなどの風害を受け

やすいので防風を考慮する必要がある。

対月じ料性 (肥料利用に関する性質 ): 無袋栽培をする

場合,樹勢が強すぎると品質が低下し,樹勢が弱いと収量

が低下することから,樹勢調節のため施丹巴量 (特に窒素 )

を控え目にしている。叉,安定した樹勢を持続させるため
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培型とも同時間 とみなした。

リンゴ作の投下労働ピークは6月 下旬の摘果,袋かけの

時期,10月 上旬～下旬の除袋,着色管理,■月下旬の収獲

作業の時期であり,こ れらの時期のうち,特に,10月 上旬

～下旬の除袋,着色管理労働は水稲の収穫労働と競合する

が,無袋化することにより,こ の労働ピータを崩すことが

可能となり,月 ″1労働配分もかなり平準化されると同時に

総労働量でも50%節減される。

収益性 : 平均販売単価は,無袋Aグループが有袋栽培

に比べ 8%高 くなつているが無袋 Bグループは約14%低 く

なつている。規格別にみると,無袋Aグループが優及び格

外を除き有袋栽培より11～ 16%高 く取引きされており,こ

のことは,無袋果全体の平均についてもいえることである。

従つて,無袋栽培で発生する21%の 下位等級品を有袋栽培

並 (13%)に 抑えられれば有利に販売できるものと思われ

る。

次に,10a当 りの収量については,無袋栽培が有袋栽培

に対して16～ 18%減収となっている。これは,調査対銀園

の栽植本数や樹令などの違いが主な低収要因と考えられる。

経営費についてみると,無袋化により約96千円,有袋栽

培の49%に 当る経費が節約されている。これは主に袋かけ

の雇用労賃と袋の購入費用の節減による。

その結果,10a当 り所得は,無袋 Aグループが60万円で

有袋栽培の62万円に比べ 2%高 くなっているものの,無袋

Bグループは有袋栽培の74%と 著 しく低く,販売単価にも

みられるように無袋果実の品質において農家間差の大きい

ことを示 している(表 2)。

1箱 当りでみると,無袋栽培の販売価格は有袋栽培に比

べて140円安くなつているが,費用も167円安くなってい

る。叉,無袋 Aグループと有袋栽培との比較においては,

販売価格は有袋栽培より168円 高いうえに,費用は167円

安くなっており無袋栽培の有利性が示されている(表 3)。

表 2 栽培型別収益性

4む す び

「 ふじ」の無袋栽培は,無袋Aグル~プでみられるよう

に,有袋栽培に比較して極めて省力的 (約 50%)で あり,

経営費もかなり節減 (約 50%)さ れ,しかも,所得は有袋

栽培と同程度であり無袋栽培の有利性が示された。しかし,

無袋栽培全体でみた場合,品質において農察間差が大きい

ことから, Dグ ループがいかにAグループの技術水準に接

近するかが今後の課題である。
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表 6 1箱 (10り )当 り経費の差 (共通経費を除く)
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